
様式第１号（第３条関係） 

（第一面） 

平泉町景観計画区域内における行為（変更）届出書 

 

  年  月  日 

平泉町長 ○ ○ ○ ○ 様 

届出者 住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

 氏 名 平 泉 太 郎 ㊞ 

 （ 
法 人 に あ っ て は 、 主 た る 事 務 所 の 

所 在 地 及 び 名 称 並 び に 代 表 者 氏 名 
） 

 電話番号 0191-46-2111 

 

景観法第 16 条第１項の規定により、次のとおり届け出ます。 

区 域 区 分 □ 歴史景観地区 □ 風土景観地区 ☑ 一般景観地区 

工
事
主 

住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

氏 名 平 泉 太 郎 

電 話 番 号 0191-46-2111 

代

理

者 

住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

氏 名 ○ ○ 太 郎 （○級）建築士（○○○）登録第○○○号 

事 務 所 名 ○○会社 ○○○○○○ （○級）建築士事務所（○○○）知事登録第（○）○○○号 

電 話 番 号 0191-46-5569 

設

計

者 

住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

氏 名 ○ ○ 太 郎 （○級）建築士（○○○）登録第○○○号 

事 務 所 名 ○○会社 ○○○○○○ （○級）建築士事務所（○○○）知事登録第（○）○○○号 

電 話 番 号 0191-46-5569 

工
事
監
理
者 

住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

氏 名 ○ ○ 太 郎 （○級）建築士（○○○）登録第○○○号 

事 務 所 名 ○○会社 ○○○○○○ （○級）建築士事務所（○○○）知事登録第（○）○○○号 

電 話 番 号 0191-46-5569 

工
事
施
工
者 

住 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

氏 名  

営 業 所 名 ○○会社 ○○○○○○ 建設業の許可（○○○）第○－○○○号 

電 話 番 号 0191-46-5569 

行 為 の 種 類 建築物の新築 

行 為 の 場 所 岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山○○－○ 

設計又は施工方法 ※「（第二面）行為の種類及び概要」の該当項目に記入してください。 

行 為 の 期 間 着手予定日 令和○○年○○月○○日 完了予定日 令和○○年○○月○○日 

景観形成のために 

特に配慮した事項 

・形態意匠・高さ・壁面位置、緑化の促進について配慮した。 

その他の参考事項 
 

 

※受理欄 ※受付欄 ※行為の着手可能日 

  

 

※ 年  月  日 

（この期日は、景観法による着手可能日で

す。他の法令の許可等が必要な場合は、す

べての許可等を受けてから着手してくだ

さい。） 

※受理番号 ※受付番号 



 

（第二面） 

行為の種類と概要 

行為の種類 行為の概要 

建

築

物 

☑ 新築 

□ 増築 

□ 改築 

□ 移転 

 

外観を変更する 

□ 修繕 

□ 模様替 

□ 色彩の変更 

用 途 一戸建ての住宅 

構 造  木 造 一部  造 

階 数 地上 ２ 階 地下  階 

 行 為 届 出 部 分 既 存 部 分 合 計 

敷 地 面 積 400.0 ㎡  ㎡ 400.0 ㎡ 

建 築 面 積 100.0 ㎡  ㎡ 100.0 ㎡ 

延 べ 床 面 積 100.0 ㎡  ㎡ 100.0 ㎡ 

高 さ 8.50 ｍ  ｍ  

外 観 の 変 更 

概 要 
 

変 更 

面 積  ㎡ 

 仕 上 げ （ 材 料 ・ 方 法 ） 色彩（マンセル値） 

屋 根 ガバリウム塗装鋼板 10YR3/0.5 

外 壁 窒業系サイディング 2.5Y7.5/1.5 

工

作

物 

☑ 新築 

□ 増築 

□ 改築 

□ 移転 

 

外観を変更する 

□ 修繕 

□ 模様替 

□ 色彩の変更 

種 類 無線鉄塔 

構 造 鉄骨造 

 行 為 届 出 部 分 既 存 部 分 合 計 

築 造 面 積 10.0 ㎡  ㎡ 10.0 ㎡ 

築 造 高 さ 10.0 ｍ  ｍ  

外 観 の 変 更 

概 要 
 

変 更 

面 積  ㎡ 

 仕 上 げ （ 材 料 ・ 方 法 ） 色彩（マンセル値） 

主 要 部 分 溶融亜鉛メッキ 10YR2/1 

土
地
の
形
質
の
変
更
等 

☑ 開発行為 

□ 土石の採取 

□ 鉱物の掘採 

□ その他 

（      ） 

行 為 の 目 的 

及 び 概 要 
宅地分譲のため 

行 為 の 内 容 
面 積 

の り 面 及 び 

よ う 壁 の 高 さ 

の り 面 及 び 

よ う 壁 の 長 さ 

2,000.00 ㎡ 1.5 ｍ 50.0 ｍ 

跡 地 の 処 理 

方 法 
 

木

竹

の

伐

採 

☑ 伐採 

□ その他 

 （       ） 

行 為 の 目 的 森林保全のため 

行 為 の 内 容 
伐 採 樹 種 高 さ 伐 採 面 積 本 数 

杉、雑木 18.0 ｍ 3,000 ㎡ 500 本 

跡 地 の 処 理 

方 法 
緑化 

屋

外

に

お

け

る 

物

の

た

い

積 

□ 土石 

□ 廃棄物 

☑ 再生資源 

□ その他 

 （       ） 

行 為 の 目 的 再生資源の保管のため 

行 為 の 内 容 
面 積 た い 積 高 さ た い 積 期 間 

50.0 ㎡ 1.5 ｍ 50 日間 

遮 へ い 処 置 道路等から見えにくい場所の選定 

 



 

（注意） 

１ 各面共通関係 

 ① ※のある欄は記入しないでください。 

 ② 数字は算用数字を、単位はメートル法を用いてください。 

 ③ 該当する項目の□にレ印を付けてください。 

２ 第一面関係 

 ① 届出者の氏名（法人にあっては、代表者の氏名）の記載を自筆で行う場合においては、押印を省

略することができます。 

 ② 届出者からの委任を受けて届出を行う者がいる場合は、代理者の欄に記入ください。 

 ③ 代理者又は設計者が建築士事務所に属しているときは、その名称を書き、建築士事務所に属して

いないときは、所在地はそれぞれ代理者又は設計者の住所を記入してください。 

 ④ その他の参考事項欄には、他の法令の規定により当該行為が行政庁の許認可等を必要とするとき

は、その旨を記載する等参考となる事項を記入してください。 

３ 第二面関係 

 ① 行為の種類ごとに、該当する部分のみ記入してください。 

 ② 構造欄については、木造、鉄筋コンクリート造等の別を記入してください。 

 ③ 建築物及び工作物の高さは、地盤面からの最高の高さ（避雷針を除く。）とします。 

 ④ 地盤面とは、建築物及び工作物が周辺の地盤面と接する位置の平均の高さにおける水平面をいい、

その接する位置の高低差が３メートルを超える場合においては、その高低差３メートル以内ごとの

平均の高さにおける水平面をいいます。 

⑤ 工作物欄の高さとは、当該工作物の高さをいいます。ただし、建築物と一体となって設置される

工作物については、括弧書にて地盤面から当該工作物の上端までの高さを記入してください。 

⑥ 建築物及び工作物の色彩を記入する際は、色相、明度及び彩度を記入してください。それが分か

らない場合は、塗装工業会の色見本帳の近似色の番号を記入してください。 

 ⑦ 行為の変更の届出の場合は、行為部分の欄に変更後のものを記入し、その後に変更前のものを括

弧内に記入してください。 

４ その他 

 ① 提出部数は正・副各１部、合計２部提出してください。 

 ② 届出書には、行為の種類に応じて、別表に掲げる図書（行為の変更の届出にあっては、当該変更

に係るもの）及びその他提出を求められた図書を添付してください。 

 


